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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月26日(2015.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
最も物体側に配置された正の屈折力を有する第１レンズ群と、
前記第１レンズ群よりも像側に配置された、複数の負の屈折力を有するレンズ群と、開口
絞りと、
前記複数の負の屈折力を有するレンズ群のうち最も物体側に位置するレンズ群ＬＮよりも
像側に配置された正の屈折力を有するレンズ群ＬＡと、
前記レンズ群ＬＡと前記開口絞りよりも像側に配置された正又は負の屈折力を有するレン
ズ群ＬＢを有し、
ズーミングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化し、広角端から望遠端へのズーミング
に際して、前記レンズ群ＬＡと前記レンズ群ＬＢの間隔が広くなり、前記開口絞りと前記
レンズ群ＬＢの間隔が広くなるズームレンズであって、
前記レンズ群ＬＡは１以上の回折光学素子を有し、
広角端における全系のパワーをφw、望遠端における全系のパワーをφt、前記レンズ群Ｌ
Ａにおける物体側から順につけたレンズ番号をｉ、前記レンズ群ＬＡを構成するレンズの
材料のアッべ数と、ｇ線とＦ線についての部分分散比と、部分分散比差をそれぞれνAi、
θgFAi、ΔθgFAi、前記レンズ群ＬＢにおける物体側から順につけたレンズ番号をｊ、前
記レンズ群ＬＢを構成するレンズの材料のアッべ数と、ｇ線とＦ線についての部分分散比
と、部分分散比差をそれぞれνBj、θgFBj、ΔθgFBj、前記レンズ群ＬＡの色収差補正力
をSUM(A)、前記レンズ群ＬＢの色収差補正力をSUM(B)とするとき、
ΔθgFAi＝θgFAi－（－1.61783×10-3×νAi＋0.64146）
ΔθgFBj＝θgFBj－（－1.61783×10-3×νBj＋0.64146）



(2) JP 2014-89385 A5 2015.12.10

-1.0×10-3＜SUM(A)×SUM(B)/(φw×φt)＜-1.0×10-6

0.1＜│SUM(A)/SUM(B)│＜6.0
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
前記レンズ群ＬＡと前記開口絞りのうち物体側に位置する要素の最も物体側の面頂点から
、前記レンズ群ＬＢの最も像側の面頂点までの広角端における距離をdLS、広角端におけ
るレンズ全長をdWTLとするとき、
0.01＜dLS/dWTL＜0.30
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
前記開口絞りから前記レンズ群ＬＢの最も物体側の面頂点までの広角端における距離をdW
SB、前記開口絞りから前記レンズ群ＬＢの最も物体側の面頂点までの望遠端における距離
をdTSBとするとき、
1.5＜dTSB/dWSB＜25.0
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
広角端から望遠端へのズーミングに際して、前記レンズ群ＬＡと前記開口絞りは物体側に
移動し、前記レンズ群ＬＢは像側に移動することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
１項に記載のズームレンズ。
【請求項５】
前記第１レンズ群が有する正レンズの材料の平均屈折率と負レンズの材料の平均屈折率を
それぞれNav1P、Nav1N、前記レンズ群ＬＡが有する正レンズの材料の平均屈折率と負レン
ズの材料の平均屈折率をそれぞれNavAP、NavANとするとき、
1.48＜Nav1P＜2.2
1.70＜Nav1N＜2.5
1.55＜NavAP＜2.2
1.70＜NavAN＜2.5
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項６】
物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ
群、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折力の第４レンズ群、正の屈折力の第５レンズ群
、負の屈折力の第６レンズ群よりなり、
ズーミングに際して前記第２レンズ群は不動で、それ以外のレンズ群が移動し、
前記レンズ群ＬＮは前記第２レンズ群に対応し、前記レンズ群ＬＡは前記第３レンズ群に
対応し、前記レンズ群ＬＢは前記第４レンズ群に対応すること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項７】
物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ
群、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折力の第４レンズ群、正の屈折力の第５レンズ群
、負の屈折力の第６レンズ群よりなり、
ズーミングに際して前記第３レンズ群は不動で、それ以外のレンズ群が移動し、
前記レンズ群ＬＮは前記第２レンズ群に対応し、前記レンズ群ＬＡは前記第３レンズ群に
対応し、前記レンズ群ＬＢは前記第４レンズ群に対応すること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項８】
物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ
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群、正の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群
、正の屈折力の第６レンズ群、負の屈折力の第７レンズ群よりなり、
ズーミングに際して前記第２レンズ群と前記第５レンズ群は不動で、それ以外のレンズ群
が移動し、
前記レンズ群ＬＮは前記第２レンズ群に対応し、前記レンズ群ＬＡは前記第４レンズ群に
対応し、前記レンズ群ＬＢは前記第５レンズ群に対応すること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項９】
物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ
群、負の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群
、正の屈折力の第６レンズ群、負の屈折力の第７レンズ群よりなり、
ズーミングに際して前記第３レンズ群は不動で、それ以外のレンズ群が移動し、
前記レンズ群ＬＮは前記第２レンズ群に対応し、前記レンズ群ＬＡは前記第４レンズ群に
対応し、前記レンズ群ＬＢは前記第５レンズ群に対応すること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１０】
物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ
群、正の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群
、正の屈折力の第６レンズ群、負の屈折力の第７レンズ群よりなり、
ズーミングに際して前記第２レンズ群は不動で、それ以外のレンズ群が移動し、
前記レンズ群ＬＮは前記第２レンズ群に対応し、前記レンズ群ＬＡは前記第３レンズ群に
対応し、前記レンズ群ＬＢは前記第４レンズ群に対応すること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１１】
物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ
群、負の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群
、正の屈折力の第６レンズ群、負の屈折力の第７レンズ群、正の屈折力の第８レンズ群よ
りなり、
ズーミングに際して前記第３レンズ群、前記第６レンズ群、前記第８レンズ群は不動で、
それ以外のレンズ群が移動し、
前記レンズ群ＬＮは前記第３レンズ群に対応し、前記レンズ群ＬＡは前記第４レンズ群に
対応し、前記レンズ群ＬＢは前記第５レンズ群に対応すること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１２】
請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のズームレンズを有することを特徴とする光学機
器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明のズームレンズは、最も物体側に配置された正の屈折力を有する第１レンズ群と
、
前記第１レンズ群よりも像側に配置された、複数の負の屈折力を有するレンズ群と、開口
絞りと、
前記複数の負の屈折力を有するレンズ群のうち最も物体側に位置するレンズ群ＬＮよりも
像側に配置された正の屈折力を有するレンズ群ＬＡと、
前記レンズ群ＬＡと前記開口絞りよりも像側に配置された正又は負の屈折力を有するレン
ズ群ＬＢを有し、
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ズーミングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化し、広角端から望遠端へのズーミング
に際して、前記レンズ群ＬＡと前記レンズ群ＬＢの間隔が広くなり、前記開口絞りと前記
レンズ群ＬＢの間隔が広くなるズームレンズであって、
前記レンズ群ＬＡは１以上の回折光学素子を有し、
広角端における全系のパワーをφw、望遠端における全系のパワーをφt、前記レンズ群Ｌ
Ａにおける物体側から順につけたレンズ番号をｉ、前記レンズ群ＬＡを構成するレンズの
材料のアッベ数と、ｇ線とＦ線についての部分分散比と、部分分散比差をそれぞれνAi、
θgFAi、ΔθgFAi、前記レンズ群ＬＢにおける物体側から順につけたレンズ番号をｊ、前
記レンズ群ＬＢを構成するレンズの材料のアッベ数と、ｇ線とＦ線についての部分分散比
と、部分分散比差をそれぞれνBj、θgFBj、ΔθgFBj、前記レンズ群ＬＡの色収差補正力
をSUM(A)、前記レンズ群ＬＢの色収差補正力をSUM(B)とするとき、
ΔθgFAi＝θgFAi－（－1.61783×10-3×νAi＋0.64146）
ΔθgFBj＝θgFBj－（－1.61783×10-3×νBj＋0.64146）

-1.0×10-3＜SUM(A)×SUM(B)/(φw×φt)＜-1.0×10-6

0.1＜│SUM(A)/SUM(B)│＜6.0
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明のズームレンズは、最も物体側に配置された正の屈折力を有する第１レンズ群Ｌ
１と、第１レンズ群Ｌ１よりも像側に配置された、複数の負の屈折力を有するレンズ群と
、開口絞りＳＰと、を有する。更に複数の負の屈折力を有するレンズ群のうち最も物体側
に位置するレンズ群ＬＮよりも像側に配置された正の屈折力を有するレンズ群ＬＡと、レ
ンズ群ＬＡと開口絞りＳＰよりも像側に配置された正又は負の屈折力を有するレンズ群Ｌ
Ｂを有する。ズーミングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化する。広角端から望遠端
へのズーミングに際して、レンズ群ＬＡとレンズ群ＬＢの間隔が広くなり、開口絞りＳＰ
とレンズ群ＬＢの間隔が広くなるようにレンズ群が移動している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　レンズ群ＬＡと開口絞りＳＰのうち物体側に位置する要素の最も物体側の面頂点から、
レンズ群ＬＢの最も像側の面頂点までの広角端における距離をdLSとする。広角端におけ
るレンズ全長（最も物体側のレンズ面頂点から像面までの長さ）をdWTLとする。開口絞り
ＳＰからレンズ群ＬＢの最も物体側の面頂点までの広角端における距離をdWSBとする。開
口絞りＳＰからレンズ群ＬＢの最も物体側の面頂点までの望遠端における距離をdTSBとす
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　　1.48＜Nav1P＜1.9　　　　　　・・・（５ｂ）
　　1.75＜Nav1N＜2.1　　　　　　・・・（６ｂ）
　　1.55＜NavAP＜1.9　　　　　　・・・（７ｂ）
　　1.75＜NavAN＜2.1　　　　　　・・・（８ｂ）
　各実施例のズームレンズにおいて、広角端から望遠端へのズーミングに際してレンズ群
ＬＡと開口絞りＳＰは物体側に移動し、レンズ群ＬＢは像側に移動することが好ましい。
こうすることで望遠端において、軸上近軸光線が光軸からより高い位置を通過する場所に
レンズ群ＬＡを配置することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　次に各実施例における構成について説明する。
[実施例１]
　図１（Ａ）、（Ｂ）の実施例１のズームレンズＬ０の構成について説明する。実施例１
のズームレンズＬ０は物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群Ｌ１
、負の屈折力の第２レンズ群Ｌ２、正の屈折力の第３レンズ群Ｌ３を有している。第３レ
ンズ群Ｌ３の像側には、開口絞りＳＰ、負の屈折力の第４レンズ群Ｌ４、正の屈折力の第
５レンズ群Ｌ５、負の屈折力の第６レンズ群Ｌ６と続いて構成されている。レンズ群ＬＮ
は第２レンズ群Ｌ２に対応している。レンズ群ＬＡは第３レンズ群Ｌ３に対応し、レンズ
群ＬＢは第４レンズ群Ｌ４に対応している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　[実施例２]
　図３（Ａ）、（Ｂ）の実施例２のズームレンズＬ０の構成について説明する。実施例２
のズームレンズＬ０は物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群Ｌ１
、負の屈折力の第２レンズ群Ｌ２、正の屈折力の第３レンズ群Ｌ３を有している。第３レ
ンズ群Ｌ３の像側には、開口絞りＳＰ、負の屈折力の第４レンズ群Ｌ４、正の屈折力の第
５レンズ群Ｌ５、負の屈折力の第６レンズ群Ｌ６と続いて構成されている。レンズ群ＬＮ
は第２レンズ群Ｌ２に対応している。レンズ群ＬＡは第３レンズ群Ｌ３に対応し、レンズ
群ＬＢは第４レンズ群Ｌ４に対応している。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　[実施例３]
　図５（Ａ）、（Ｂ）の実施例３のズームレンズＬ０の構成について説明する。実施例３
のズームレンズＬ０は物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群Ｌ１
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、負の屈折力の第２レンズ群Ｌ２、正の屈折力の第３レンズ群Ｌ３を有している。第３レ
ンズ群Ｌ３の像側には、開口絞りＳＰ、正の屈折力の第４レンズ群Ｌ４、負の屈折力の第
５レンズ群Ｌ５、正の屈折力の第６レンズ群Ｌ６、そして負の屈折力の第７レンズ群Ｌ７
と続いて構成されている。レンズ群ＬＮは第２レンズ群Ｌ２に対応している。レンズ群Ｌ
Ａは第４レンズ群Ｌ４に対応し、レンズ群ＬＢは第５レンズ群Ｌ５に対応している。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　[実施例４]
　図７（Ａ）、（Ｂ）の実施例４のズームレンズＬ０の構成について説明する。実施例４
のズームレンズＬ０は物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群Ｌ１
、負の屈折力の第２レンズ群Ｌ２、負の屈折力の第３レンズ群Ｌ３を有している。第３レ
ンズ群Ｌ３の像側には、開口絞りＳＰを含む正の屈折力の第４レンズ群Ｌ４、負の屈折力
の第５レンズ群Ｌ５、正の屈折力の第６レンズ群Ｌ６、負の屈折力の第７レンズ群Ｌ７と
続いて構成されている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　[実施例５]
　図９（Ａ）、（Ｂ）の実施例５のズームレンズＬ０の構成について説明する。実施例５
のズームレンズＬ０は物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群Ｌ１
、負の屈折力の第２レンズ群Ｌ２、正の屈折力の第３レンズ群Ｌ３を有している。第３レ
ンズ群Ｌ３の像側には、開口絞りＳＰ、正の屈折力の第４レンズ群Ｌ４、負の屈折力の第
５レンズ群Ｌ５、正の屈折力の第６レンズ群Ｌ６、負の屈折力の第７レンズ群Ｌ７と続い
て構成されている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　[実施例６]
　図１１（Ａ）、（Ｂ）の実施例６のズームレンズＬ０の構成について説明する。実施例
６のズームレンズＬ０は物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群Ｌ
１、正の屈折力の第２レンズ群Ｌ２、負の屈折力の第３レンズ群Ｌ３を有している。第３
レンズ群Ｌ３の像側には、正の屈折力の第４レンズ群Ｌ４、開口絞りＳＰ、負の屈折力の
第５レンズ群Ｌ５、正の屈折力の第６レンズ群Ｌ６、負の屈折力の第７レンズ群Ｌ７、正
の屈折力の第８レンズ群Ｌ８と続いて構成されている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
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なる式で表している。また例えば「ｅ－Ｚ」の表示は「１０－Ｚ」を意味する。そして、
前述の各条件式と数値実施例における諸数値との関係を表１に示す。
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